
　駅を利用される皆さんの更なる利便性の向上と駐車の混雑解消を図るため、3月1日に駅南口に「南口駐車

場」、西側に「西側駐車場」がオープンしました。この日は、南口駐車場での供用開始式に関係者など17人が

出席し、テープカット式や駐車始め式、設備の説明などが行われました。

　駐車場の利用などについては、町指定管理者アマノマネジメントサービス㈱（  092・271・6400）まで

お尋ねください。

駅前駐車場がオープンしました

平成20年（2008）No.868

3
15

お知らせ版

▼

一
般
有
料
駐
車
場
と
な
り
、
料
金
は
１
時
間

ま
で
無
料
、
以
降
２
時
間
ご
と
１
０
０
円
。

※
当
日
最
大
料
金
は
４
０
０
円
。

（
深
夜
０
時
ま
で
）

▼ ▼
南
口
駐
車
場
【
81
台
収
容
】

定期駐車場で、1ヶ月4,500円（税込）。
※現在、収容台数に若干の余裕があります。
　申し込みは、管理協力会社「新幸タクシー㈲」
　事務所まで。

西側駐車場【21台収容】

テープカット式（左から、アマノマネジメント
サービス㈱　林 代表取締役社長、橋本町長、
松井議会議長）
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参加者数

財
政
健
全
化
へ

　
　
　

 

向
け
て
!!

ふ
れ
あ
い
町
政
座
談
会
開
催

　

２
月
18
日
㈪
〜
22
日
㈮
、
町
内
４
小
学
校
校
区
毎
に
、「
緊
急
行

財
政
行
動
計
画
」の
策
定
に
伴
う
長
洲
町
の
財
政
健
全
化
へ
向
け

た
取
り
組
み
内
容
や
、
水
道
料
金
の
改
定
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を

行
う「
ふ
れ
あ
い
町
政
座
談
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

合
計
で
約
４
１
７
名
の
住
民
の
皆
さ
ん
に
出
席
い
た
だ
き
、町
か

ら
の
説
明
に
対
し
、夜
遅
く
ま
で
活
発
な
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
開
催
さ
れ
た「
ふ
れ
あ
い
町
政
座
談
会
」の
内
容
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

特集　長洲町の財政

•清里校区（90名）
•腹赤校区（87名）
•六栄校区（110名）
•長洲校区（130名）

　

こ
の「
ふ
れ
あ
い
町
政
座
談
会
」

は
、
現
在
の
長
洲
町
の
状
況
や
今

後
の
長
洲
町
の
方
向
性
を
住
民
の

皆
さ
ん
に
説
明
し
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
ま
し
た
。

　

橋
本
町
長
は
、
長
洲
町
の
舵
取
り

の
責
任
者
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
性
を
説
明
す
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
は
、
町
の
現

状
と
課
題
を
把
握
し
て
ま
ち
づ
く

り
に
参
画
す
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

　

座
談
会
は
、
お
互
い
が
顔
を
合
わ

せ
て
、
こ
れ
か
ら
の
長
洲
町
に
つ
い

て
真
剣
に
考
え
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
の
方
か
ら
は
、
⑴
緊
急
行
財

政
行
動
計
画
に
つ
い
て
⑵
水
道
料

金
の
改
定
に
つ
い
て
⑶
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
改
正
と
そ
れ
に
伴
う

国
民
健
康
保
険
税
の
現
状
に
つ
い

て
⑷
長
洲
町
教
育
の
創
造
の
４
つ

に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
そ
の
後
、

町
と
住
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
意
見

交
換
を
実
施
し
ま
し
た
。

説
明
内
容

◆
緊
急
行
財
政
行
動
計
画
に
つ
い
て

　

緊
急
に
財
政
の
健
全
化
を
図
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
方
財

政
健
全
化
法
の
制
定
に
伴
う「
再
生

団
体
の
回
避
」と
、
下
水
道
会
計
に

お
け
る
累
積
赤
字
20
億
円
の
早
期

解
消
を
目
指
し
、「
緊
急
行
財
政
行

動
計
画
」に
よ
り
、
様
々
な
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
計
画
期

間
と
し
ま
し
て
は
、
平
成
20
年
度

〜
平
成
26
年
度
ま
で
の
７
年
間
と

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

は
、「
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
守

る
」
で
あ
り
、
未
来
を
背
負
う
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
、
こ
の
財

政
状
況
を
何
と
か
打
破
し
、
こ
の

長
洲
町
に
住
む
住
民
と
し
て
、
ま

た
、
ふ
る
さ
と
を
守
っ
て
い
く
住

民
と
し
て
、
誇
り
と
希
望
が
持
て

る
よ
う
に
、
こ
の
難
局
を
乗
り
切

っ
て
い
き
ま
す
。（
詳
細
に
つ
い
て

は
、
２
月
１
日
・
15
日
号
の
広
報

な
が
す
に
掲
載
）

◆
水
道
料
金
の
改
定
に
つ
い
て

　

水
道
事
業
は
、
お
客
様
の
水
道

料
金
収
入
に
よ
り
経
営
す
る「
独

立
し
た
企
業
会
計
」と
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
実
施
中
の
石
綿
管（
水

道
管
）更
新
事
業
や
、
築
後
50
年
を

迎
え
る
梅
田
浄
水
場
の
更
新
事
業

に
要
す
る
費
用
に
加
え
、
高
田
浄

水
場
の
新
水
源
地
の
確
保
、
更
に
、

今
後
は
腹
赤
浄
水
場
の
更
新
も
控

え
て
お
り
多
額
の
経
費
を
要
す
る

た
め
、
現
在
の
料
金
体
系
で
の
経

営
維
持
は
困
難
な
状
況
と
な
っ
て

お
り
、
平
成
21
年
度
か
ら
毎
年
赤

字
が
続
く
厳
し
い
経
営
状
況
が
予

測
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
後
の

水
道
事
業
の
経
営
を
維
持
す
る
た

め
改
定
率
32
・
９
％
を
上
限
と
し

た
料
金
改
定
を
平
成
20
年
度
か
ら

実
施
す
る
こ
と
で
、
経
営
健
全
化

に
努
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

料
金
改
定（
案
）
に
つ
い
て
、
平

成
20
年
３
月
議
会
に
お
い
て
審
議
い

た
だ
く
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
改
正
と

　

国
民
健
康
保
険
の
現
状
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
度
か
ら
、
75
歳
以
上

の
方
を
対
象
に
し
た
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

75
歳
以
上
の
方
は
、
全
員
が
被
保

険
者
と
な
り
、
一
人
ひ
と
り
に
カ
ー

ド
型
の
保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
財
政
状
況
に
つ

い
て
は
、
医
療
費
の
増
、
介
護
費

用
の
増
が
あ
る
一
方
で
、
国
民
健
康

保
険
税
の
収
入
に
つ
い
て
は
横
ば

い
で
す
。
平
成
19
年
度
ま
で
は
不

足
分
を
基
金（
貯
金
）
で
対
応
し
て

き
ま
し
た
が
、
平
成
19
年
度
で
基

金（
貯
金
）が
無
く
な
る
見
込
み
で
、

極
め
て
厳
し
い
財
政
状
況
で
す
。

　

制
度
改
正
や
財
政
状
況
か
ら
判

断
し
、
税
率
の
抜
本
的
な
見
直
し

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
長
洲
町
の
教
育
の
創
造

　

長
洲
町
教
育
委
員
会
と
し
て
、

「
生
き
る
力（
人
間
力
）ア
ッ
プ
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
、
長
洲
町
の
教
育
の

創
造
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
国

の
教
育
課
程
の
見
直
し
等
に
よ
り

長
洲
町
も
対
応
し
て
い
く
も
の
で
、

平
成
20
年
度
よ
り「
学
校
２
学
期
制

の
導
入
」
や「
学
校
評
価
の
取
組
」

等
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
が

連
携
し
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

活発な意見を交わす！

　町の説明に対し、様々な意
見や質問が出され、活発な議
論が交わされました。貴重なご
意見ありがとうございました。
　主な質問・意見とそれに対
する回答を紹介します。

◆
緊
急
行
財
政
行
動
計
画
に
関
し
て

Ｑ
１　

計
画
期
間
が
平
成
20
〜
26

の
７
年
間
と
な
っ
て
い
る
。
通
常
、

計
画
策
定
期
間
は
５
年
が
ほ
と
ん

ど
だ
が
、
今
回
は
何
か
理
由
が
あ

る
の
か
。

Ａ
１　

下
水
道
の
赤
字
が
な
く
な

る
平
成
26
年
度
ま
で
の
期
間
で
策

定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
２　

緊
急
行
財
政
行
動
計
画
を

策
定
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
経
緯

を
示
し
て
欲
し
い
。

Ａ
２　

昨
年
、
財
政
健
全
化
法
の

制
定
に
よ
り
、「
連
結
実
質
赤
字
比

率
」が
指
標
と
さ
れ
、
下
水
道
会
計

の
赤
字
も
算
定
に
含
ま
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
全
て
の
事
務
事

業
の
見
直
し
を
は
じ
め
、歳
入
の
増
、

ま
た
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、
相
手
方

と
協
議
を
行
い
な
が
ら
策
定
し
て

い
ま
す
。

Ｑ
３　

節
約
ば
か
り
で
な
く
、
歳

入
増
を
何
か
考
え
て
い
る
の
か
？

Ａ
３　

地
方
自
治
体
は
営
利
目
的

の
団
体
で
な
い
た
め
、
難
し
い
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
歳
入
増
の
目
的

の
た
め
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
４　

各
種
事
業
の
効
果
額
の
詳

細
は
示
す
べ
き
で
あ
る
。
町
民
に
対

し
て
隠
し
て
い
る
と
か
、
何
か
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
し
ま
う
。

Ａ
４　

今
回
の
配
布
資
料
は
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
版
と
し
ま
し
た
の
で
、
詳

細
に
つ
い
て
は
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
５　

財
政
計
画
で
、
借
金（
赤
字

額
）の
返
済
は
こ
の
計
画
で
い
く
と

い
う
こ
と
か
？

Ａ
５　

そ
の
と
お
り
で
す
。

Ｑ
６　

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る

時
代
で
、
３
年
先
は
見
え
な
い
の

が
現
状
で
あ
る
と
思
う
が
大
丈
夫

か
？

Ａ
６　

現
時
点
で
想
定
で
き
る
範

囲
の
見
込
み
で
計
画
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
７　

住
民
へ
の
情
報
と
し
て
広

報
に
、
平
成
２
年
度
か
ら
平
成
26

年
度
ま
で
の
財
政
状
況
を
比
較
で

き
る
よ
う
に
載
せ
て
欲
し
い
。

Ａ
７　

平
成
２
〜
18
年
度
は
決
算
、

平
成
19
〜
26
年
度
は
計
画
を
広
報

に
掲
載
し
ま
す
。（
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

Ｑ
８　

昨
年
６
月
に
日
経
新
聞
を

見
て
、
説
明
会
の
早
目
の
開
催
要

望
を
電
話
し
た
。
計
画
案
に
は
、

期
待
し
て
い
る
。
平
成
26
年
に
は

ゼ
ロ
と
な
る
の
か
。
こ
う
な
っ
た

の
は
、
役
場
だ
け
の
責
任
で
は
な

い
。
町
民
が
ま
っ
た
く
町
政
に
無

関
心
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
。
私
た

ち
も
反
省
す
る
が
、
目
標
に
向
か

っ
て
や
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
。

Ａ
８　

計
画
通
り
実
現
し
ま
す
。

Ｑ
９　

赤
字
解
消
が
で
き
る
ま
で
、

住
民
へ
の
情
報
提
供
は
広
報
だ
け

で
な
く
、
こ
の
よ
う
な
席
で
の
説

明
を
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

の
で
は
？

Ａ
９　

座
談
会
は
、
状
況
を
見
て

今
後
も
行
い
ま
す
。

Ｑ
10　

今
、
国
で
も
議
論
さ
れ
て

い
る
、
道
路
特
定
財
源
の
長
洲
町

の
状
況
に
つ
い
て
は
ど
う
な
の
か
。

Ａ
10　

平
成
19
年
度
予
算
で
、
道

路
特
定
財
源
の
長
洲
町
に
関
す
る

額
は
、
合
計
９
０
、５
０
０
千
円
で

す
。

◆
人
件
費
に
関
し
て

Ｑ
11　

長
洲
町
の
職
員
給
料
は

全
国
的
に
み
て
高
い
の
か
低
い
の

か
？
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
い
く

つ
か
？

Ａ
11　

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
の
県

内
市
町
村
の
平
均
は
96
・
４
％
、

長
洲
町
は
92
・
９
％
で
あ
り
、
県

内
48
市
町
村
で
は
32
番
目
で
高
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
12　

低
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
減

額
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、

職
員
の
士
気
は
ど
う
な
る
の
か
？

Ａ
12　

職
員
と
一
緒
に
苦
労
し
、

町
を
建
て
直
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

Ｑ
13　

大
阪
の
橋
下
府
知
事
は
、

職
員
に
破
産
会
社
の
社
員
の
覚
悟

で
や
っ
て
も
ら
う
と
言
っ
て
い
る
。

民
間
会
社
な
ら
ば
、
こ
の
状
況
で

は
ボ
ー
ナ
ス
は
な
い
。
人
事
院
が

ど
う
こ
う
い
う
べ
き
で
な
い
。
役

場
の
給
料
は
入
庁
し
た
時
は
そ
う

で
は
な
く
て
も
、
40
〜
50
才
と
な

れ
ば
、
地
場
の
会
社
の
給
料
よ
り

も
高
い
、
削
減
す
べ
き
で
は
。

＊
他
の
住
民
負
担
を
上
げ
ず
に
職
員

の
人
件
費
等
で
調
整
し
な
い
と

低
所
得
者
は
き
つ
い
。
町
長
が

先
頭
と
な
っ
て
や
っ
て
ほ
し
い
。

＊
赤
字
の
状
況
の
中
、
職
員
の
給

料
は
高
い
の
で
は
な
い
か
？
も

っ
と
削
る
部
分
は
削
っ
て
欲
し

い
。

＊
長
洲
町
は
破
綻
状
態
で
あ
る
。

こ
の
状
況
を
つ
く
っ
た
の
は
町

長
及
び
議
員
で
あ
る
。
そ
の
し

わ
寄
せ
が
町
民
に
き
て
い
る
。

職
員
の
給
料
カ
ッ
ト
は
職
員
自

ら
行
う
べ
き
だ
と
思
う
。

Ａ
13　

平
成
18
年
４
月
に
人
事
院

が
給
与
構
造
の
改
革
を
行
い
、４
・
８

％
削
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
職
員
給
の
カ
ッ
ト
は
、
現
在
、

職
員
組
合
と
協
議
中
で
す
。
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Ｑ
14　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
委
託
、

保
育
所
の
民
営
化
を
す
る
が
、
職

員
数
は
本
当
に
減
る
の
か
？

Ａ
14　

職
員
数
は
現
在
１
５
５
名

で
、
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
１
４

５
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
保
育

所
の
民
営
化
等
で
保
育
所
職
員
数

が
減
少
し
た
と
こ
ろ
を
目
標
数
値

と
し
て
い
ま
す
。
退
職
者
の
補
充

１
／
３
に
よ
り
１
３
４
名
が
目
標

で
す
。

Ｑ
15　

人
件
費
に
つ
い
て
、
会
社

が
赤
字
の
場
合
、
民
間
は
ボ
ー
ナ

ス
が
で
な
い
が
、
町
長
も
出
な
い

の
か
？

＊
町
長
は
、赤
字
な
の
に
ボ
ー
ナ
ス

を
支
払
う
必
要
は
な
い
の
で
は
？

Ａ
15　

町
長
、
副
町
長
、
教
育
長

の
給
料
は
、
現
在
、
本
来
の
額
よ

り
20
％
削
減
さ
れ
た
額
が
月
給
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ー
ナ
ス
は
こ

れ
に
基
づ
き
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
16　

新
聞
で
見
た
こ
と
が
あ
っ

た
が
、
町
の
職
員
も
退
職
前
に
給

料
を
上
げ
て
、
退
職
金
の
上
乗
せ

を
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
16　

長
洲
町
で
は
や
っ
て
い
ま

せ
ん
。
市
は
独
自
で
退
職
金
を
支

払
っ
て
い
ま
す
が
、
町
村
は
退
職
手

当
組
合
の
規
定
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
※
退
職
時
特
別
昇
給
制
度
は
、
新

聞
報
道
の
と
お
り
本
町
に
も
要
綱

が
残
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
18

年
度
退
職
か
ら
制
度
の
適
用
は
行

っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
要
綱
は

昨
年
11
月
に
廃
止
し
ま
し
た
。）

◆
下
水
道
施
設
に
関
し
て

Ｑ
17　

下
水
道
施
設
の
建
設
当
時

の
処
理
人
口
は
、
４
９
、０
０
０
人

と
設
定
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
根

拠
は
何
か
？

Ａ
17　

当
時
、
企
業
の
進
出
等
に

よ
る
人
口
増
な
ど
社
会
的
要
因
に

よ
り
、
将
来
人
口
を
４
万
数
千
人

と
し
て
推
測
し
て
い
ま
し
た
。

Ｑ
18　

平
成
５
〜
６
年
ぐ
ら
い
に

下
水
道
の
計
画
変
更（
計
画
人
口

４
９
、０
０
０
人
の
見
直
し
）
は
出

来
な
か
っ
た
の
か
？

Ａ
18　

現
在
は
見
直
し
を
行
い
、

旧
岱
明
町
分
も
含
め
た
人
数
と
し

て
い
ま
す
。

Ｑ
19　

処
理
場
は
、
当
初
か
ら
岱
明

町
分
を
含
め
た
計
画
だ
っ
た
の
か
？

Ａ
19　

当
初
は
、
含
ん
で
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

【
意
見
】
過
大
な
計
画
だ
っ
た
の

か
？
そ
れ
に
よ
り
赤
字
が
増
え
た

と
い
う
こ
と
な
の
か
？
民
間
に
お

い
て
は
、
当
時
の
計
画
者
は
、
責

任
が
問
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
は

っ
き
り
説
明
し
、
自
分
た
ち
の
責

任
だ
っ
た
こ
と
を
認
め
て
謝
る
べ

き
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
後
に
協

力
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

Ｑ
20　

岱
明
町
は
下
水
道
料
金
が

改
定
さ
れ
た
が
、
長
洲
町
と
岱
明

町
の
料
金
は
同
じ
か
？

Ａ
20　

異
な
り
ま
す
。
旧
岱
明
町

は
玉
名
市
に
あ
わ
せ
る
た
め
長
洲

町
よ
り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
21　

下
水
道
は
別
に
平
成
22
・
26

年
度
に
料
金
改
定
が
あ
る
の
か
？

Ａ
21　

平
成
22
年
度
と
平
成
26
年

度
の
そ
れ
ぞ
れ
６
％
の
料
金
改
定

を
計
画
し
、
財
政
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。

Ｑ
22　

下
水
道
の
普
及
率
は
94
・
４

％
だ
が
、
水
洗
化
率
は
ど
れ
く
ら

い
か
？

Ａ
22　

平
成
18
年
度
末
で
80
・
３

％
で
す
。

Ｑ
23　

20
％
が
未
使
用
で
あ
る
が
、

水
洗
化
の
促
進
の
た
め
、
啓
発
や

条
例
制
定
の
計
画
は
な
い
の
か
？

Ａ
23　

家
が
古
い
こ
と
や
、
高
齢

者
の
み
の
世
帯
で
水
洗
化
へ
移
行

す
る
こ
と
が
難
し
い
な
ど
、
事
情

が
あ
る
方
が
多
い
状
況
で
す
。
下

水
道
法
で
は
、
本
管
が
整
備
さ
れ

た
ら
、
３
年
以
内
に
接
続
す
る
よ

う
定
め
て
い
ま
す
。

Ｑ
24　

下
水
道
の
取
り
掛
か
り
の

頃
、
公
民
館
で
説
明
会
が
あ
り
、

10
年
す
れ
ば
海
が
き
れ
い
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
、
い
い
こ
と
だ
と
思

っ
て
い
た
。
整
備
率
が
90
％
を
超
え

る
こ
と
は
褒
め
ら
れ
る
べ
き
こ
と
。

国
の
連
結
実
質
赤
字
の
考
え
方
は

納
得
で
き
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

国
か
ら
褒
め
ら
れ
て
お
金
を
貰
う

こ
と
が
出
来
な
い
も
の
か
？

Ａ
24　

景
気
対
策
と
し
て
国
の
施

策
に
よ
り
、
下
水
道
の
普
及
率
は

良
く
な
り
ま
し
た
が
、
借
金
も
残

り
ま
し
た
。
国
に
は
、
長
洲
町
が

基
準
に
か
か
ら
な
い
率
を
設
定
す

る
よ
う
に
依
頼
し
、
財
政
健
全
化

に
向
け
た
取
り
組
み
も
進
め
て
い

る
の
で
支
援
も
お
願
い
し
ま
し
た
。

Ｑ
25　

国
の
景
気
対
策
事
業
と
し

て
公
共
事
業
が
平
成
５
〜
６
年
度

に
集
中
し
て
い
る
こ
と
は
、
議
会

で
承
認
さ
れ
て
行
わ
れ
た
も
の
だ

ろ
う
が
、
そ
の
頃
の
状
況
と
し
て
、

町
長
も
議
員
だ
っ
た
と
思
う
が
、

議
会
で
の
見
直
し
や
中
止
等
の
話

は
な
か
っ
た
の
か
？

Ａ
25　

こ
の
時
期
に
、
将
来
こ
の

よ
う
に
な
る
と
い
う
実
感
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
分
っ
て
い
れ
ば
、

ブ
レ
ー
キ
も
か
け
て
い
た
と
思
い

ま
す
が
、
分
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆
保
育
所
に
関
し
て

Ｑ
26　

こ
の
前
の
広
報
紙
で
は
、

民
営
化
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
腹

赤
保
育
所
と
上
沖
洲
保
育
所
と
の

こ
と
で
あ
る
。
上
沖
洲
保
育
所
に

つ
い
て
は
広
報
で
は
じ
め
て
知
っ

た
が
、
こ
れ
は
決
定
か
？

Ａ
26　

当
初
、
清
里
保
育
所
と
上

沖
洲
保
育
所
は
、
閉
鎖
統
合
で
検

討
し
て
い
ま
し
た
が
、
保
護
者
の

要
望
が
強
く
、
見
直
し
を
行
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
上
沖
洲
保
育
所

に
つ
い
て
は
、
民
営
化
で
残
す
方

向
で
説
明
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
27　

清
里
保
育
所
の
保
護
者

へ
の
説
明
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
？

Ａ
27　

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ
早
く

見
直
し
案
を
説
明
で
き
る
よ
う
に
、

時
期
・
方
法
を
保
護
者
役
員
の
方

た
ち
と
検
討
中
で
す
。

Ｑ
28　

町
長
は
以
前
、
保
育
所
の

民
営
化
は
考
え
て
い
な
い
と
議
会

で
答
弁
さ
れ
た
記
憶
が
あ
る
が
、

考
え
方
が
変
わ
っ
た
の
か
。

Ａ
28　

保
育
所
は
、
全
国
的
に
み

て
も
民
営
化
へ
の
傾
向
で
あ
り
、

ま
た
、
民
間
で
で
き
る
事
は
民
間

で
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
や
、
幼
保

一
元
化
の
時
代
の
流
れ
か
ら
い
ろ
い

ろ
検
討
を
行
い
、
民
営
化
に
向
け

て
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

Ｑ
29　

保
育
所
の
民
営
化
に
お
け

る
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
へ
の
メ

リ
ッ
ト
を
示
し
て
欲
し
い
。

Ａ
29　

民
間
の
活
力
の
導
入
に
よ

り
特
色
あ
る
保
育
へ
の
取
り
組
み

が
で
き
、
ま
た
、
保
護
者
の
保
育

の
選
択
の
幅
が
広
が
る
こ
と
な
ど

で
す
。

◆
給
食
セ
ン
タ
ー
に
関
し
て

Ｑ
30　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
委
託
に
つ

い
て
基
本
的
な
考
え
を
聞
き
た
い
。

Ａ
30　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
耐
力
度

調
査
を
平
成
12
年
に
実
施
し
た
と

こ
ろ
、
基
準
を
満
た
さ
ず
危
険
と
指

摘
さ
れ
、
危
険
な
建
物
内
で
の
給
食

の
製
造
を
行
っ
て
い
ま
す
。
改
築
の

財
源
確
保
が
出
来
れ
ば
改
築
し
た

か
っ
た
の
で
す
が
、
現
況
と
し
て
難

し
い
状
況
で
す
。
現
在
は
、
財
源
確

保
が
出
来
る
ま
で
は
委
託
に
頼
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
31　

子
ど
も
た
ち
に
届
く
こ
ろ

に
は
、
冷
た
い
給
食
に
な
る
こ
と

が
心
配
だ
。
温
か
い
状
態
で
届
け

る
た
め
の
配
慮
は
？

Ａ
31　

荒
尾
市
と
長
洲
町
の
５
台

の
配
送
車
に
よ
っ
て
、
温
か
い
も
の

を
届
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

（
要
望
）財
源
確
保
が
で
き
れ
ば
、
一

刻
も
早
く
自
町
で
安
心
安
全
な
も

の
を
子
ど
も
へ
食
べ
さ
せ
て
欲
し

い
。

◆
水
道
に
関
し
て

Ｑ
32　

な
ぜ
水
道
料
金
を
上
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
？

Ａ
32　

昭
和
53
年
か
ら
30
年
間
料

金
は
据
え
置
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

施
設
を
建
て
直
す
必
要
が
あ
る
た

め
で
す
。

Ｑ
33　

水
の
確
保
は
大
切
だ
が
、

高
田
浄
水
場
の
水
質
の
現
在
の
状

況
は
ど
う
か
？

Ａ
33　

高
田
浄
水
場
は
配
水
能
力

３
、０
０
０
ｔ
あ
り
ま
す
。
当
初
は

検
出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

原
水
に
鉄
と
マ
ン
ガ
ン
が
含
ま
れ

て
お
り
、
対
処
す
る
た
め
平
成
20

年
度
に
除
去
装
置
を
設
置
す
る
予

定
で
あ
り
ま
す
。
設
置
次
第
、
給

水
を
行
い
ま
す
。

◆
税
に
関
し
て

Ｑ
34　

住
民
も
ガ
マ
ン
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
理
解
で
き
る

が
、
税
金
を
負
担
し
て
い
る
人
と

負
担
し
て
い
な
い
人（
税
金
な
ど
の

滞
納
者
）が
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

計
画
の
中
で
、
滞
納
に
つ
い
て
は

ど
う
位
置
づ
け
を
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
34　

税
収
の
確
保
は
重
要
な
も

の
と
考
え
て
お
り
、
滞
納
者
へ
の

対
応
は
、
電
話
催
告
や
訪
問
徴
収
、

昼
間
い
な
い
方
に
は
、
夜
間
徴
収

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高

額
滞
納
者
に
つ
い
て
は
、
納
付
誓

約
に
よ
り
分
納
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
実
行
さ
れ
な
い
場
合

は
、
財
産
の
差
押
え
を
し
て
い
ま

す
。
平
成
20
年
度
は
、
公
平
性
を

更
に
高
め
る
た
め
に
、
テ
レ
ビ
・

自
動
車
な
ど
の
動
産
の
差
押
え
も

し
て
い
く
予
定
で
す
。

Ｑ
35　

滞
納
額
の
総
額
は
い
く
ら

か
？

Ａ
35　

一
般
会
計
の
総
額
は
、
平
成

18
年
度
決
算
で
約
１
億
２
千
３
百

万
円
で
す
。

Ｑ
36　

過
去
５
年
間
の
税
金
の
不

納
欠
損
の
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

Ａ
36　

不
納
欠
損
額
に
つ
い
て
は
、

平
成
14
年
度
４
０
０
千
円
、
平
成

15
年
度
５
、７
０
０
千
円
、
平
成
16

年
度
２
０
、２
０
０
千
円
、
平
成
17

年
度
４
２
、２
０
０
千
円
、
平
成
18

年
度
１
３
、６
０
０
千
円
で
す
。

Ｑ
37　

平
成
17
年
度
の
４
２
、２
０

０
千
円
の
主
な
原
因
は
何
か
？

Ａ
37　

法
人
の
倒
産
に
よ
る
固
定

資
産
税
で
す
。

◆
町
長
車
に
関
し
て

Ｑ
38　

公
用（
町
長
）
車
は
廃
止
し

ま
せ
ん
か
？
町
長
の
公
用
車
に
よ

る
送
迎
は
お
か
し
い
の
で
は
？

Ａ
38　

通
勤
は
、
で
き
る
だ
け
自

分
の
車
で
来
て
お
り
ま
す
が
、
仕

事
上
必
要
で
、
公
用
車
を
使
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
事
故
の
心
配
で

あ
っ
た
り
、
ま
た
、
次
の
仕
事
の

準
備
も
車
中
で
行
う
こ
と
も
あ
り
、

公
用
車
を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、

で
き
る
だ
け
利
用
が
少
な
く
な
る

よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

Ｑ
39　

町
長
車
の
維
持
管
理
費

は
？

Ａ
39　

資
料
を
持
ち
合
わ
せ
て
い

ま
せ
ん
が
重
量
税
、
保
険
代
、
燃

料
費
で
す
。
今
の
車
は
購
入
後
14

〜
15
年
経
っ
て
お
り
、
今
の
町
の

状
況
で
は
、
新
た
な
出
費
が
で
き

な
い
の
で
、
今
の
車
を
乗
り
潰
そ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
教
育
に
関
し
て

Ｑ
40　

生
徒
児
童
の
安
全
確
保
の

連
携
と
あ
る
が
、
一
昨
年
老
人
会
に

対
し
、
見
守
り
隊
の
結
成
依
頼
が
あ

っ
た
が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
は
何
も
示

さ
れ
な
か
っ
た
。
昨
年
は
、
腹
赤
小

校
区
で
未
遂
、
一
昨
年
は
六
栄
小
校

区
で
未
遂
が
あ
っ
た
が
、
地
域
に
は

何
も
連
絡
が
な
い
。
町
教
育
委
員

会
と
し
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
40　

今
の
件
に
つ
い
て
は
真
摯

に
受
け
止
め
、
今
後
の
対
応
に
活

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
41　

教
育
委
員
会
資
料
の「
３

校
」と
は
何
か
？

Ａ
41　

３
校
連
携
と
は
、
腹
栄
中
、

腹
赤
小
、
六
栄
小
の
３
校
で
す
。

小
中
の
連
携
を
基
礎
と
し
た
教
育

の
取
り
組
み
で
す
。
長
洲
中
校
区

も
同
様
で
す
。

Ｑ
42　

現
在
の
教
育
は
受
験
対
策
の

教
育
で
あ
る
た
め
、
子
ど
も
達
の
学

力
が
低
下
し
た
と
思
う
が
ど
う
か
？

Ａ
42　

学
力
に
つ
い
て
は
、
評
価

す
る
も
の
さ
し
が
、
国
際
的
な
基

準
に
変
わ
り
、
読
解
力
・
応
用
力
・

思
考
力
が
標
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
で
も
、
国
際
的
知
識
の
も
の

さ
し
に
あ
っ
た
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
43　

腹
栄
中
体
育
館
建
設
は
、

今
後
の
児
童
数
の
推
移
、
中
学
校

の
統
合
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ

た
の
か
？

Ａ
43　

体
育
館
の
建
設
に
つ
い
て

は
基
準
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
に
基

づ
き
子
ど
も
の
面
、
体
育
の
面
、

武
道
の
面
等
か
ら
総
合
的
に
検
討

を
行
い
ま
し
た
。
中
学
校
の
統
合

に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
ま
せ
ん
。

生
徒
数
は
、
し
ば
ら
く
現
在
の
ま

ま
推
移
す
る
見
込
み
で
す
。

Ｑ
44　

旧
岱
明
町
や
南
関
町
で
は

中
学
校
が
統
合
さ
れ
、
荒
尾
市
も
計

画
的
に
小
中
学
校
の
統
廃
合
を
進

め
て
い
る
が
、
長
洲
町
の
小
中
学
校

の
統
合
は
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ
44　

生
徒
数
は
、
し
ば
ら
く
こ

の
ま
ま
で
あ
り
ま
す
。
現
在
の
と
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こ
ろ
統
廃
合
に
つ
い
て
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。
将
来
生
徒
数
が
少
な

く
な
っ
て
い
き
、
地
域
の
方
の
要

望
が
高
ま
れ
ば
、
検
討
し
な
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
が
、
統
合
に
は
費

用
が
か
か
り
、
財
政
的
な
裏
づ
け

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
45　

こ
の
前「
ゆ
と
り
教
育
」
と

し
て
失
敗
し
、
今
度
は
学
習
時
間

を
増
や
し
ま
し
ょ
う
で
は
、
う
そ
ば

か
り
で
ダ
メ
だ
。
時
間
だ
け
を
増

や
す
の
で
は
な
く
、
頭
が
よ
く
な
る

こ
と
を
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
。

Ａ
45　

ゆ
と
り
教
育
に
つ
い
て
は
、

当
時
学
校
教
員
の
勤
務
は
週
44
時

間
あ
り
、
40
時
間
に
あ
わ
せ
た
も

の
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
学
力
向

上
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

も
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
お
願
い
し
ま
す
。

◆
保
険
制
度
に
関
し
て

Ｑ
46　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

な
る
と
全
員
保
険
料
を
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
今
よ
り
余
分
に

払
わ
な
く
て
よ
い
と
言
え
る
か
？

Ａ
46　

満
75
歳
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
へ
移
り
ま
す
が
、
保
険
料
は
均

等
割
と
所
得
割
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

所
得
で
保
険
料
は
変
わ
り
ま
す
が
、

今
払
っ
て
い
る
国
保
税
と
同
じ
く

ら
い
の
額
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

Ｑ
47　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

つ
い
て
、
年
金
か
ら
差
引
か
れ
る

と
あ
る
が
、
説
明
を
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
47　

年
金
か
ら
、
４
、６
、８
、
10
、

12
、２
月
の
６
回
で
差
引
か
れ
ま
す
。

保
険
料
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
担
当

課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て

Ｑ
48　

以
前
、
長
洲
町
は
合
併
し

な
い
、
単
独
で
も
や
っ
て
い
け
る

と
い
う
報
告
が
あ
っ
て
、
そ
れ
以

後
、
長
洲
町
の
状
況
は
ど
ん
ど
ん

悪
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
ま

ま
で
長
洲
町
は
い
い
の
か
と
い
う

の
を
、
住
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と

る
べ
き
で
あ
る
。
町
民
は
、
こ
の

前
の
県
議
選
で
も
分
か
る
よ
う
に

合
併
を
望
ん
で
い
る
。
行
政
は
、

そ
の
空
気
が
読
め
て
な
い
。

Ａ
48　

私
た
ち
は
合
併
し
よ
う
と

議
論
を
し
ま
し
た
が
、
下
水
道
の
赤

字
の
た
め
他
の
町
が
嫌
っ
て
合
併

で
き
な
か
っ
た
と
報
告
し
た
と
思

い
ま
す
。
合
併
は
こ
れ
で
終
わ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
次
の
段
階

で
合
併
は
し
な
く
て
は
い
け
な
い

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
玉
名

市
と
和
水
町
が
合
併
を
し
た
ば
か

り
な
の
で
、
そ
の
辺
を
検
証
し
な
が

ら
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
行
こ
う
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
市
町
が
、
い
ろ
い
ろ
な
取

り
組
み
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Ｑ
49　

町
税
・
水
道
料
金
は
上
が

る
な
ど
、長
洲
の
魅
力
は
低
下
す
る
。

す
る
と
人
口
流
出
も
増
え
、
流
入
人

口
も
減
り
、
税
収
も
下
が
り
厳
し
く

な
る
と
思
う
が
、「
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」に
対
し
て
ど
う
考
え
る
か
。

Ａ
49　

水
道
料
金
や
国
保
に
つ
い

て
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
負
担
を

掛
け
た
く
な
い
た
め
ギ
リ
ギ
リ
ま

で
値
上
げ
を
し
て
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
の
時
期
に
重
な
り
申
し

訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。
人
口
に
つ

い
て
は
、
子
ど
も
は
、
毎
年
１
５
０

人
ぐ
ら
い
で
推
移
し
て
お
り
、
減

少
し
て
い
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
も
、
予
算
面
で
は
削

減
な
ど
を
行
っ
て
お
ら
ず
積
極
的

に
取
り
組
み「
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
50　

長
洲
町
は
交
通
の
拠
点
で

あ
る
が
、
外
か
ら
お
金
が
落
ち
る

施
設
が
な
い
の
で
、
人
を
外
か
ら

呼
び
込
む
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
考
え
は
な
い
か
。

Ａ
50　

国
道
５
０
１
号
の
北
上
に

よ
り
、
漁
業
基
地
を
作
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
、
海
の

駅
を
作
る
計
画
が
あ
り
ま
す
。
時

期
に
つ
い
て
は
未
定
で
す
が
、
町

と
し
て
も
地
場
産
業
の
育
成
も
支

援
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
町
の

農
産
物
な
ど
も
販
売
で
き
れ
ば
い

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
そ
の
他

Ｑ
51　

昨
年
、
日
経
新
聞
を
み
て

驚
い
た
。
こ
の
よ
う
に
な
る
前
の

早
目
の
対
応
は
で
き
な
か
っ
た
の

か
？
町
の
状
況
が
本
当
に
町
民
の

耳
に
届
い
て
い
た
の
か
？
今
後
の

子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
考
え
る
と
、

長
洲
町
に
住
ん
で
い
て
よ
い
の
か

と
考
え
る
。

Ａ
51　

長
洲
に
住
み
続
け
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
説
明
会
に
つ
い

て
は
、
昨
年
か
ら
検
討
し
て
い
ま

し
た
が
、
実
施
内
容
が
決
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
広
報
等

に
よ
り
制
度
を
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
し
た
。

Ｑ
52　

消
防
団
員
の
定
数
削
減
が

あ
る
が
、
消
防
団
Ｏ
Ｂ
な
ど
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
体
制
は
？

Ａ
52　

各
分
団
と
校
区
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
に
お
い
て
、
自
主
消
防

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と

で
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
53　

町
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は

借
金
を
減
ら
す
こ
と
だ
っ
た
と
思

う
が
、
11
年
経
つ
が
ど
れ
だ
け
減

っ
た
の
か
？ 

Ａ
53　

公
約
は
、
行
財
政
改
革
を

進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
10
年
以
後
は
、
あ
ま
り
建
設

事
業
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

減
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
54　
「
座
談
会
」
と「
説
明
会
」
の

違
い
は
？
「
座
談
会
」と
い
う
名
称

は
使
わ
な
い
で
欲
し
い
。

Ａ
54　

質
問
、
意
見
、
回
答
の
や

り
取
り
も
座
談
会
と
考
え
て
い
ま

す
。
せ
っ
か
く
皆
さ
ん
に
足
を
運

ん
で
頂
い
て
い
る
の
で
、
水
道
の

料
金
改
定
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
ス
タ
ー
ト
、
教
育
に
つ
い
て

ご
報
告
、
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
話
を
聞
い

て
変
更
す
る
部
分
や
、
こ
れ
以
上

に
取
り
組
ま
な
く
て
は
い
け
な
い

こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
に
反
映
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
等
の
開
館
時
間

が
変
わ
り
ま
す
。（
予
定
）

＊
室
内
温
水
プ
ー
ル　

○
こ
れ
ま
で

　

４
月
〜
９
月　
　

　

午
前
10
時
〜
午
後
９
時
ま
で
開
館

　

10
月
〜
３
月

　

午
後
１
時
〜
午
後
９
時
ま
で
開
館

（
毎
週
金
曜
日
休
館
）

　

年
末
年
始
は
休
館

○
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら

　

４
月
１
日
〜
３
月
31
日

　

午
後
１
時
〜
午
後
８
時
ま
で
開
館

　
（
毎
週
金
曜
日
休
館
）

　

年
末
年
始
は
休
館

＊
金
魚
と
鯉
の
郷
広
場

○
４
月
１
日
か
ら「
金
魚
の
館
」
を

　

休
館
し
ま
す
。

○
公
園
広
場
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、

　

利
用
で
き
ま
す
。

＊
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
こ
れ
ま
で

　

毎
月
第
３
水
曜
日
が
休
館
日

○
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら

　

毎
週
水
曜
日
が
休
館
日

＊
各
種
証
明
書
手
数
料
が
変
更
に

　

な
り
ま
す
。

　
　
（
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
）

　
　

１
通（
１
件
）

２
０
０
円
↓
３
０
０
円

《財政の推移》

年　　度 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11

歳　

入

町　　　税 1,779 1,839 1,935 2,217 2,099 2,170 2,123 2,141 2,051 2,124
地方交付税 1,501 1,548 1,892 1,728 1,538 1,643 1,839 1,828 1,951 2,177
そ　の　他 1,904 2,009 1,810 3,037 4,035 2,301 3,565 3,250 1,958 2,316
計 5,184 5,395 5,637 6,982 7,672 6,113 7,527 7,219 5,961 6,616

歳　
　

出

義務的経費 1,539 1,608 1,731 1,986 2,114 2,277 2,439 2,680 2,677 3,136
人件費 974 1,001 1,092 1,147 1,207 1,222 1,247 1,270 1,235 1,254
扶助費 117 111 117 234 254 265 289 340 378 419
公債費 448 495 521 605 652 790 904 1,070 1,064 1,464

繰　出　金 248 247 491 585 644 765 867 660 577 539
うち下水道 150 150 334 434 469 562 635 435 357 300
投資的経費 1,779 1,710 1,382 2,551 3,300 1,368 2,579 2,180 799 766
そ　の　他 1,385 1,575 1,841 1,614 1,451 1,410 1,428 1,422 1,577 1,780
計 4,951 5,140 5,445 6,736 7,510 5,821 7,312 6,942 5,631 6,222

〔一般会計〕 （単位：百万円）

年　　度 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11
歳　　入 1,442 1,518 1,712 2,062 2,312 2,500 2,367 2,294 1,973 2,381
歳　　出 1,318 1,487 1,663 1,963 2,273 2,398 2,272 2,286 2,103 2,817

差引（赤字額） － － － － － － － － △ 129 △ 436
単年度実質収支 124 30 48 99 39 102 94 8 △ 129 △ 307

〔公共下水道特別会計〕 （単位：百万円）

年　　度 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

歳　

入

町　　　税 2,008 1,979 1,973 1,875 2,110 1,923 1,887 2,046 2,118 2,065
地方交付税 2,158 2,128 2,070 2,107 2,042 1,680 1,885 1,725 1,869 1,716
そ　の　他 1,599 1,874 1,850 2,334 2,430 2,039 1,325 1,802 1,129 1,142
計 5,766 5,982 5,893 6,316 6,582 5,643 5,097 5,573 5,116 4,923

歳　
　

出

義務的経費 2,519 2,560 2,541 2,446 2,474 2,286 2,200 2,234 2,187 2,207
人件費 1,287 1,292 1,288 1,214 1,294 1,223 1,145 1,103 1,039 1,083
扶助費 263 265 284 337 386 402 413 461 471 472
公債費 969 1,003 969 896 794 660 643 670 677 652

繰　出　金 756 850 934 854 1,211 1,309 1,216 1,133 1,411 1,089
うち下水道 400 460 550 441 784 849 732 637 1,005 691
投資的経費 510 768 655 1,011 996 161 156 610 148 167
そ　の　他 1,544 1,538 1,610 1,691 1,598 1,815 1,310 1,596 1,370 1,460
計 5,329 5,716 5,740 6,003 6,280 5,571 4,883 5,573 5,116 4,923

年　　度 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21
歳　　入 1,669 1,244 1,282 938 1,504 1,455 1,259 1,855 2,238 2,014
歳　　出 2,422 2,366 2,677 2,851 3,378 3,293 3,272 3,865 3,811 3,384

差引（赤字額） △753 △ 1,122 △ 1,395 △ 1,913 △ 1,874 △ 1,838 △ 2,013 △ 2,010 △ 1,573 △ 1,370
単年度実質収支 △ 314 △ 369 △ 273 △ 518 39 36 △ 175 3 437 203

年　　度 H22 H23 H24 H25 H26

歳　

入

町　　　税 2,114 2,125 2,055 2,085 2,096
地方交付税 1,622 1,590 1,590 1,590 1,590
そ　の　他 1,128 1,156 1,120 1,070 1,079
計 4,864 4,871 4,765 4,745 4,765

歳　
　

出

義務的経費 2,199 2,166 2,162 2,117 2,044
人件費 1,081 1,022 1,016 976 960
扶助費 472 472 472 472 472
公債費 646 672 674 669 612

繰　出　金 1,066 1,116 1,064 1,075 1,078
うち下水道 661 703 646 651 646
投資的経費 150 155 104 104 194
そ　の　他 1,449 1,434 1,435 1,449 1,449
計 4,864 4,871 4,765 4,745 4,765

年　　度 H22 H23 H24 H25 H26
歳　　入 1,660 1,484 1,578 1,549 1,464
歳　　出 2,788 2,307 2,143 1,834 1,453

差引（赤字額） △ 1,128 △ 823 △ 565 △ 285 11
単年度実質収支 242 305 258 280 296

※１　端数処理のため、合計と内訳の数値が一致しない箇所があります。
※２　平成２～ 18年度までは決算数値、平成19年度は12月現計予算額、平成20～
　　26年度は財政計画の数値です。
※３　〔公共下水道特別会計〕平成11年度においては、地方債の特例による繰上償還
　　を行ったため、一時的に決算規模が増加しています。 
　　　また、平成16～ 18年度にかけて下水道事業債の借換を行っています。 

長洲町の「財政の推移・計画」からわかるもの
　平成２年度～平成26年度までの、財政の推移（平
成18年度まで）と予測（平成19年度以降）を示しま
した。
　この表から、平成２年度～平成９年度までは、投
資的経費（道路整備や公共施設の整備費）が毎年度
10億円を超え、起債（借金）等を借りながら各種事
業を実施していることがわかります。その結果、平
成９年度以降、借金返済である公債費が毎年10億
円近くに増加し、借金返済のピークを迎えました。
　一方、下水道会計は、国の下水道整備計画に呼応
する形で、毎年20億円を超える額で予算を編成し、
下水道管の整備に積極的に取り組んでいます。
　これら一般会計における借金返済のピークと、下
水道整備による事業費の増加が重なり、下水道会計
において実質的な収支のバランスが崩れ、平成10
年度以降赤字となり、平成19年度末で20億１千万
円の赤字額となっていることがわかります。
　そのため、長洲町は、この赤字解消を目指し「緊
急行財政行動計画」を策定しました。その計画が、
平成20年度～平成26年度までの計画であり、平成
26年度末で赤字額を解消することとしています。
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平成20年度労働保険年度更新

　熊本労働局では、年度更新に必要な書類
を４月はじめまでに事業主の皆さんへ送付
することにしています。平成20年度の年度
更新手続きは４月１日から５月20日までと
なっていますので、熊本労働局労働保険徴
収室又は最寄りの労働基準監督署、もしく
は日本銀行歳入代理店の金融機関か郵便局
で申告・納付してください。
　なお、５月７日から５月20日にかけて県
内各地で集合受付会を開催します。この機
会に「労働保険概算・確定保険料申告書」を
作成のうえ、集合受付会場で申告すること
もできます。
　詳しくは、お問い合せください。
■問い合せ　熊本労働局（ 096･211･1702）

死亡事故発生!!　交通事故に注意!!

　平成20年２月９日　午後３時40分、荒
尾市で死亡事故が発生しました。
■場　所　荒尾市荒尾県道大牟田荒尾線
■内　容　自動二輪車が道路左側縁石に衝
突し、運転手が死亡した。

　事故防止について、次のポイントに注意
してください。
【ドライバーの方】
○速度制限を遵守し、前方をよく見て運転
する。
○深夜交通閑散であっても、横断者など歩
行者がいることを予測した運転をする。
○対向車などない
　場合には、ライトは
　上向きにする。
○子供、高齢者を
　見かけたら、その
　動きに十分注意する。
○助手席はもちろん、
　後部座席までシート
　ベルトを着用させる。
【歩行者の方】
○可能な限り信号機のある横断歩道を利用
する。
○横断歩道では左・右の
　安全確認を行い横断する。
○飲酒の際は、絶対
　無理な横断はしない。
○明るい服装、反射材
　を着用する。
　これらのポイントを守り、安全な行動で
交通事故を防止しましょう。
■問い合せ　総務課（内線212）

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

本
人
確
認
情
報
提
供
状
況（
ア
ク
セ
ス
ロ
グ
）の
開
示
に
つ
い
て

　

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
記
録
さ
れ
て
い

る
ご
自
分
の
本
人
確
認
情
報（
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
住
所
、
住

民
票
コ
ー
ド
及
び
こ
れ
ら
の
変
更
情
報
）
を
確
認
す
る
た
め
、
住
民
基

本
台
帳
法
第
30
条
の
37
第
１
項
、
熊
本
県
本
人
確
認
情
報
の
開
示
等
に

関
す
る
規
則
に
よ
り
開
示
請
求
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
受
付
場
所　

熊
本
県
庁
総
務
部

市
町
村
総
室
行
政
班（
県
庁
本
館

３
階
）

■
開
示
請
求
が
で
き
る
方　

本
人

及
び
未
成
年
者
又
は
成
年
被
後

見
人
の
法
定
代
理
人（
以
下「
法

定
代
理
人
」と
い
い
ま
す
。）

※
任
意
代
理
人
は
、
開
示
請
求
は

で
き
ま
せ
ん
。

■
開
示
の
方
法

①
開
示
請
求
を
す
る
方
は
、
受
付
場

所
に「
本
人
確
認
情
報
開
示
請
求

書
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
請
求
を
す
る
方
が
、
請
求
者
本

人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た

め
に
、
確
認
書
類
を
提
示
、
又

は
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
例
‥

運
転
免
許
証
、
旅
券
、
健
康
保

険
の
被
保
険
者
証
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
な
ど
）

＊
な
お
、
法
定
代
理
人
が
開
示
請

求
を
す
る
場
合
に
は
、
請
求
を

す
る
方
が
本
人
の
法
定
代
理
人

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め

の
書
類（
戸
籍
謄
本
な
ど
）
の
ほ

か
、
そ
の
方
が
法
定
代
理
人
本

人
で
あ
る
こ
と
の
確
認
書
類
を

提
示
、
又
は
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

③
本
人
確
認
情
報
提
供
情
報
の
開

示
の
た
め
に
、
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
利

用
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
同

意
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
開
示
の
実
施

　

開
示
請
求
の
あ
っ
た
本
人
確
認

情
報
に
つ
い
て
は
、
住
民
基
本
台

帳
法
上
、
開
示
請
求
を
受
理
し
た

日
か
ら
起
算
し
て
30
日
以
内
に
開

示
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
で
き
る
だ
け「
開
示
請
求
を
受

理
し
た
日
」に
開
示
請
求
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
開
示
は
、「
本
人
確
認
情

報
確
認
書
」（
熊
本
県
に
お
い
て
請

求
の
あ
っ
た
本
人
確
認
情
報
が
存

在
し
な
い
場
合
は「
本
人
確
認
情
報

不
存
在
通
知
書
」）
を
交
付
す
る
こ

と
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

【
窓
口
に
よ
る
開
示
を
希
望
さ
れ

る
場
合
】

　

開
示
は
受
付
場
所
で
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
開
示
時
に
お
い
て
も
、

来
ら
れ
た
方
が
請
求
者
本
人
又
は

法
定
代
理
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
た
め
に
、
請
求
時
に
提
示
さ

れ
た
本
人
確
認
書
類
を
持
参
の
上
、

再
度
提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
郵
送
に
よ
る
開
示
を
希
望
さ
れ

る
場
合
】

　

当
該
開
示
に
係
る
本
人
確
認
情

報
の
本
人
の
住
所
に
開
示
内
容
の

書
類
を
送
付
し
ま
す
。

■
開
示
手
数
料　

10
円

　

開
示
手
数
料
は
、
収
入
証
紙
に

よ
り
納
付
と
な
り
ま
す
の
で
、
開

示
請
求
書
に
、
手
数
料
分
の
収
入

証
紙
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
郵
送
に
よ
る
開
示
を
希
望
さ

れ
る
場
合
に
は
、
開
示
請
求
の
際

に
、
郵
送
料
に
相
当
す
る
切
手
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　
（
年
末
年
始
、
祝
祭
日
は
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

＊
開
示
請
求
書
及
び
同
意
書
に
つ

い
て
は
熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.pref.kum

am
oto.

　

jp/existen
ce/d

aicyou
/lin
k/

04.htm
l

）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

■
問
い
合
せ　

総
務
部
市
町
村
総

室
行
政
班（

０
９
６
・
３
３
３
・

　

２
１
０
５
）

～長洲町国民健康保険からのお願いです～

国保の届出は、必ず 14 日以内に！
国保に加入するとき
○他の市町村から転入したとき
○他の健康保険などを脱退したとき
○生活保護を受けなくなったとき
○子どもが生まれたとき
○外国籍の人が加入するとき

国保を脱退するとき
○他の市町村へ転出するとき
○他の健康保険などに加入したとき
○生活保護を受けはじめたとき
○死亡したとき
○外国籍の人が脱退するとき

その他
○退職者医療制度※に該当したとき
○退職者医療制度に該当しなくなったとき
○住所、世帯主、氏名などが変わったとき
○修学のため、子どもが他の市町村に住むとき
○長期出張などで、別個の保険証が必要なとき

退職者医療制度とは？
　【対象となる人】●国民健康保険の加入者で、厚生年金等の加入期間が原則20年以上（または40歳以降で10年以上）の人で、
　　　　　　　　　それらの年金の受給権をお持ちの方
　　　　　　　　●退職被保険者本人の配偶者（事実上婚姻関係と同様の事情のある人も含む）、退職被保険者と同世帯の三親
　　　　　　　　　 等内の親族で、主として退職被保険者本人により生計を維持している人（ただし、年収の基準があります）

加入の届出が
遅れると…

●保険料（税）をさかの
ぼって納めることに
なります（遡及賦課）
●医療費を全額負担す
ることになります

●後で医療費を返還しないといけ
ないことがあります
●国保と、新たに加入した健康保
険などに、保険料（税）を二重に
納めてしまうことがあります

脱退の届出が
遅れると…

■問い合せ
　福祉保健介護課
　（内線142・143）

お
知
ら
せ

長
洲
町
戦
没
者
追
悼
式

　

さ
き
の
大
戦
で
多
く
の
尊
い
命

が
犠
牲
と
な
り
、
町
と
し
て
戦
没

者
の
御
霊
に
対
し
追
悼
の
意
を
捧

げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
戦
没
者

追
悼
式
を
行
い
ま
す
。
戦
没
者
の

ご
遺
族
の
方
は
ご
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
ご
遺
族
で
な
い
方

も
平
和
へ
の
祈
念
を
誓
う
も
の
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
年
度
よ
り
勝
手
な
が

ら
ご
遺
族
の
方
へ
の
個
別
通
知
文

を
廃
止
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
と　

き　

４
月
３
日
㈭

　
【
受
付
】午
前
９
時

　
【
開
式
】午
前
10
時

■
と
こ
ろ　

な
が
す
未
来
館
文
化

ホ
ー
ル

■
問
い
合
せ　

福
祉
保
健
介
護
課

（
内
線
１
４
１
）

「
輝
き
講
座
」
発
表
会

　
「
輝
き
講
座
」
は
文
化
や
ス
ポ
ー

ツ
の
様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
方
の
知
識
や
技
術
を
活
用
し
、

学
習
意
欲
の
あ
る
町
民
の
方
に
指

導
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
制
度
で
、

今
年
度
は
英
会
話
教
室
・
ア
コ
ー

ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
教
室
・
は
が
き

絵
教
室
・
や
さ
し
い
コ
ー
ラ
ス
教

室
の
４
つ
が
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
次
の
と
お
り
、
今
年
度

の「
輝
き
講
座
」
の
1
年
間
の
成
果

を
発
表
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
と　

き　

３
月
30
日
㈰　

午
後

２
時
〜
午
後
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

な
が
す
未
来
館
メ
デ

ィ
ア
ル
ー
ム

■
問
い
合
せ　

生
涯
学
習
課（
内
線

３
７
１
）

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
相
談
所

　

相
談
員
が
年
金
に
対
す
る
疑
問
・

質
問
に
丁
寧
に
お
答
え
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
と　

き　

３
月
25
日
㈫　

午
前

10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

荒
尾
市
役
所

■
相
談
員　

社
会
保
険
事
務
局
職

員
■
問
い
合
せ　

熊
本
社
会
保
険
事

務
局
玉
名
事
務
所（
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１
６
１

　

１
）

巡
回
相
談
開
催

　

荒
尾
・
玉
名
地
域
２
市
４
町
で

は
、
身
体
・
知
的
・
精
神
な
ど
に

障
害
の
あ
る
方
や
そ
の
家
族
が
抱

え
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
困
り
ご

と
に
つ
い
て
、
相
談
を
受
け
付
け

た
り
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
と　

き　

４
月
16
日
㈬　

午
前

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　

荒
尾
市
ふ
れ
あ
い
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
荒
尾
市
川
登
１
７

　

７
７
番
地
12
）

■
問
い
合
せ　

福
祉
保
健
介
護
課

（
内
線
１
４
１
）



1011

４月　すこやかカレンダー
受：受付時間　対：対象者　場：場所　

育児サークル

『てんとうむしくらぶ』のお知らせ

■時　間　午前10時30分～午前11時30分
■会　費　100円／月

■とき・ところなど
と　き 内　容 ところ

４月１日㈫ 季節の製作 すこやか館

４月８日㈫ リズム体操 子育て支援センター

４月15日㈫ おはなし会 すこやか館

４月22日㈫ そとあそび 金魚と鯉の郷広場

＊内容については、変更することがあります。
■問い合せ　すこやか館（  65 7515）

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５
１歳児広場　　10:00～ 10:30
　　　　　　　Ｈ 19.４月生
　　　　　　　すこやか館
ポリオ予防接種　　13:30～ 14:30
　　　　　 　　　  生後３ヵ月～
　　　　　 　　　  すこやか館

６ ７ ８ ９ 10 11 12
母子健康手帳の交付　　10:00～ 10:30
　　　　　　　　　　　すこやか館
１歳６ヵ月児健診　　13:30～ 14:00
　　　　　　　　　　Ｈ18.９～ 10月生
　　　　　　　　　　すこやか館

13 14 15 16 17 18 19
子育て相談　10:30～ 11:30
　　　　　　　すこやか館
ポリオ予防接種　　13:30～ 14:30
　　　　　 　　　  生後３ヵ月～
　　　　　 　　　  すこやか館

３ヵ月児健診・ＢＣＧ
　 13:30～ 13:50
　 Ｈ19.12月生
　 すこやか館

20 21 22 23 24 25 26
母子健康手帳の交付　　10:00～ 10:30
　　　　　　　　　　　すこやか館

２ヵ月児広場　　10:00～ 10:30
　　　　　　　　Ｈ20.２月生
　　　　　　　　すこやか館
三種混合予防接種　　13:30～ 14:30
　　　　　　　　　 生後３ヵ月～
　　　　　　　　　 すこやか館

27 28 29 30

☆　母子健康手帳の交付は、塩分測定を行いますのでみそ汁（汁のみ 200cc程度）をご持参ください。
☆　予防接種は、必ず母子健康手帳をご持参ください。事前に『予防接種と子どもの健康』をよくお読みになってください。
☆　乳幼児健診は、母子健康手帳をご持参ください。受診できない場合は、すこやか館までご連絡ください。

受
対
場

《問い合せ》　すこやか館（  65７５１５）

募　

集

２
０
０
８
年
度
熊
本
県
手
話　

奉
仕
員
養
成
事
業
受
講
者
募
集

　

聴
覚
障
害
者
の
社
会
参
加
及
び

自
立
の
促
進
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
を
行
う「
手
話
奉

仕
員
」及
び「
手
話
通
訳
者
」を
養
成

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

■
と　

き

①【
入
門
課
程
】　

平
成
20
年
４
月

14
日
〜
平
成
20
年
８
月
４
日

　
【
基
礎
課
程
】　

平
成
20
年
８
月

11
日
〜
平
成
21
年
３
月
30
日

＊
い
ず
れ
も
毎
週
月
曜
日　

午
後

６
時
30
分
〜
午
後
８
時
30
分

②【
入
門
課
程
】　

平
成
20
年
４
月

24
日
〜
平
成
20
年
７
月
31
日

　
【
基
礎
課
程
】　

平
成
20
年
９
月

３
日
〜
平
成
21
年
３
月
26
日

＊
い
ず
れ
も
毎
週
木
曜
日　

午
後

６
時
45
分
〜
午
後
８
時
45
分

※
基
礎
過
程
の
受
講
は
、
入
門
課

程
修
了
者
に
限
り
ま
す
。

■
と
こ
ろ　

①
荒
尾
市
ふ
れ
あ
い

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
②
玉
名
市
文

化
セ
ン
タ
ー

■
定　

員　
【
入
門
課
程
】
40
人

　
　
　
　
　
【
基
礎
課
程
】
20
人

■
申
込
方
法　

開
催
当
日
、
会
場

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
講
申
込
書
、
計
画
書
は
会
場

に
用
意
し
て
い
ま
す
。（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

■
受
講
料　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代（
約
９
、６
０
０
円

程
度
）は
受
講
者
負
担

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

福
祉

保
健
介
護
課（
内
線
１
４
１
）、

　

財
団
法
人
熊
本
県
ろ
う
者
福
祉

協
会（

０
９
６
・
３
８
３
・
５
５

　

８
７
）

受
対
場

受
対
場

受
場

場
受
対
場

受
場

受
対
場
受
対
場

受
対
場

慢性腎臓病（ＣＫＤ）をご存知ですか？
新たな国民病『慢性腎臓病』予備群も合わせると2000万人！
　「慢性腎臓病（ＣＫＤ：Ｃｈｒｏｎｉｃ　Ｋｉｄｎｅｙ　Ｄｉｓｅａｓｅ）」は新しい病気の概
念で、様々な原因により腎臓のはたらきが徐々に悪くなる病気の総称です。前回３月１
日号の「広報ながす」では、腎臓のはたらきや慢性腎臓病の概念などをお知らせしました。
慢性腎臓病は、腎臓だけの問題ではなく、全身の血管の問題として考えることが大切です。
　この機会に、自分の腎臓のことを考えてみましょう！

私
の
腎
臓
の
状
態
は
、
ど
う

す
れ
ば
確
認
で
き
る
の
？

　

腎
臓
は
、
体
の
中
で
も
特
に
責

任
感
が
強
い
臓
器
で
す
。
予
備
力

が
備
わ
っ
て
い
る
の
で
、
負
担
が

増
え
て
も
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
黙
っ
て

仕
事
を
し
続
け
ま
す
。
そ
の
た
め
、

腎
機
能
の
低
下
が
軽
い
う
ち
は
目

立
っ
た
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な

い
の
で
自
分
で
は
気
づ
き
に
く
く
、

発
見
が
遅
れ
て
し
ま
う
場
合
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
病
気
が
か
な

り
進
行
し
、
透
析
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
程
に
腎
機
能
が
低
下

（
正
常
の
20
％
以
下
）
し
て
初
め
て
、

自
覚
症
状
と
し
て
現
れ
る
の
で
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
定
期
的
に
健
診
を

受
け
て
、
腎
臓
の
は
た
ら
き
の
状

態
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
に

な
っ
て
き
ま
す
。
腎
臓
の
一
般
的

な
検
査
に
は
、
①
尿
検
査
と
②
血

液
検
査
（
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
）

が
あ
り
ま
す
。

①
重
要
な
尿
検
査「
た
ん
ぱ
く
尿
」！

　

た
ん
ぱ
く
質
は
、
３
大
栄
養
素

の
一
つ
で
体
に
と
っ
て
は
必
要
な

も
の
な
の
で
、
尿
中
に
は
出
ず
に

体
に
再
吸
収
さ
れ
ま
す
。
尿
検
査

で
「
た
ん
ぱ
く
」
が
出
て
い
る
（
＋
）

人
は
、
出
て
い
な
い
（
－
）
人
の
２

倍
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
腎
臓
の
機

能
が
低
下
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

慢
性
腎
臓
病　

講
演
会

　

腎
臓
専
門
医
で
も
あ
る
先
生

の「
慢
性
腎
臓
病
」
に
つ
い
て
の

講
演
を
、
次
の
内
容
で
予
定
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
！

●
日
時　

３
月
25
日
㈫

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
〜

●
場
所　

町
中
央
公
民
館　

●
講
師

　
　

玉
名
第
一
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　

院
長　

成
瀬
正
浩
先
生

　

腎
臓
の
こ
と
を
正
し
く
知
っ

て
、
自
分
で
自
分
の
腎
臓
を
守

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

い
ま
す
。
尿
た
ん
ぱ
く
が
た
く
さ

ん
出
て
い
る
人
ほ
ど
腎
機
能
の
低

下
が
ひ
ど
く
、
特
に
注
意
が
必
要

で
す
。
そ
の
た
め
、
尿
た
ん
ぱ
く

の
有
無
を
学
校
や
職
場
、
地
域
の

健
診
な
ど
で
調
べ
る
こ
と
が
重
要

な
意
味
を
持
ち
ま
す
。

②
血
液
検
査
で
、
血
清
ク
レ
ア
チ

　

ニ
ン
値
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
！

　

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
は
、
体
で
使
わ
れ

た
た
ん
ぱ
く
質
の
老
廃
物
で
す
。
本

来
、
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
は
腎
臓
か
ら
尿

中
に
排
出
さ
れ
ま
す
が
、
腎
機
能

が
低
下
す
る
と
尿
に
排
泄
さ
れ
ず
、

血
液
中
に
た
ま
り
ま
す
。
筋
肉
量

の
違
い
に
よ
っ
て
個
人
差
や
男
女

差
が
大
き
く
出
ま
す
が
、
正
常
値

は
０
・
５
〜
１
・
１
㎎
／
dl
で
す
。

腎
臓
の
は
た
ら
き

『
糸
球
体
ろ
過
量
』　　

　

ま
た
、
慢
性
腎
臓
病
の
段
階
に

つ
い
て
は
、
糸
球
体
ろ
過
量
（
推

算
Ｇ
Ｆ
Ｒ
）
で
表
現
し
、
大
き
く

５
つ
の
段
階
に
分
か
れ
ま
す
。
こ

の
糸
球
体
ろ
過
量
（
推
算
Ｇ
Ｆ
Ｒ
）

は
、
年
齢
・
性
別
・
血
清
ク
レ
ア

チ
ニ
ン
値
の
項
目
が
あ
れ
ば
計
算

式
で
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
糸

球
体
ろ
過
量
の
出
し
方
に
つ
い
て

知
り
た
い
方
は
、『
日
本
腎
臓
学
会
』

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
さ
れ

る
か
、
す
こ
や
か
館
ま
で
お
尋
ね

く
だ
さ
い
）

　
「
腎
予
備
力
の
低
下
」
か
ら
「
腎

機
能
障
害
期
」
の
間
に
、
腎
臓
を
保

護
す
る
た
め
の
生
活
習
慣
の
改
善
、

必
要
な
薬
物
治
療
を
行
う
こ
と
が

腎
機
能
障
害
の
進
行
予
防
に
重
要

で
す
。
ま
た
、
尿
た
ん
ぱ
く
（
２
＋

以
上
）
や
腎
臓
の
働
き
が
50
％
を
下

回
る
場
合
は
、
腎
臓
専
門
医
へ
の
受

診
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

■慢性腎臓病の段階

腎臓の状態 はたらきの程度
（糸球体ろ過量：推算ＧＦＲ）

正常領域（＊） 90％以上

腎予備力の低下 60～ 89％

腎機能障害期 30～ 59％

腎機能不全期 15～ 29％

尿毒期（人工透析） 15％未満

　

慢
性
腎
臓
病
が
早
期
発
見
で
き

れ
ば
、
食
事
か
ら
と
る
た
ん
ぱ
く

の
量
を
制
限
し
た
り
、
薬
を
飲
ん

だ
り
す
る
こ
と
で
症
状
の
進
行
を

抑
え
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

　

定
期
的
な
健
診
や
尿
検
査
で
腎

臓
の
状
態
を
確
認
し
、
腎
臓
の
変
化

の
早
期
発
見
に
努
め
て
、
腎
臓
を
守

る
生
活
習
慣
を
考
え
て
い
き
ま
し

ょ
う
！

■
問
い
合
せ　

す
こ
や
か
館
（
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７
５
１
５
）

（＊）腎臓の働きが90％
以上あっても、高齢者
の方や高血圧・糖尿病
などの生活習慣病があ
る方などは「慢性腎臓
病」の発症予防に努め
ることが重要だといわ
れています
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　１月17日、３歳児健
康診査をすこやか館で
行いました。歯科検診の
結果、むし歯がなかった
「ながすっ子」を紹介し
ます。

強い歯で何でもかめる元気な子！
これからも、むし歯ゼロで過ごしましょう！

休 日 在 宅 医
月　日 在　宅　医

３月20日㈭ 本 田 医 院（玉名市岱明町）57-0012

３月23日㈰ 西山クリニック（清源寺）78-7811

３月30日㈰ いまおかクリニック（ 古　 城 ）78-3410

髙野内さくらちゃん（松原）

岩永　沙
さ き

希ちゃん（赤崎） 岩永　理
り さ

沙ちゃん（赤崎）

髙口　翔
しょうま

真くん（向野北） 田端　あいちゃん（駅通）

　早く歩いてお散歩へ行きたいな。元気でたくまし
く育ってね。

川口　撞亜ちゃん
〈清源寺〉

パパ 大　輔 さん
ママ 弘　美 さん

とうあ

坂西　羽
は や

絢ちゃん（向野） 西川　侑
ゆうあ

亜ちゃん（大明神）

平岡　陽翔ちゃん
〈上沖洲〉

　うちの人気者のヒロです　みんなにいっぱいかわいが
られてスクスク成長してくれて、パパもママもうれしいで
す。これからも元気いっぱいたくましく大きくなってね

パパ 淳　行 さん
ママ 　梢　 さん

小野　美玲ちゃん
〈出　町〉

　伝い歩きで元気いっぱいに動き回ります。お兄ち
ゃんと遊ぶのも大好きです。心優しく、笑顔のかわ
いい女の子に育ってほしいです。

みれい

ひろと

すみか

パパ 大　介 さん
ママ 悠　子 さん

宮本　純花さん 腹赤小５年〈清源寺〉
　好きな科目は理科です。実験が好きです。休み時
間は友達とサッカーをしています。将来はお医者さ
んになりたいです。

＊＊＊ お知らせ ＊＊＊
　４月１日号より、「表紙」と「みんなの広場」がフル
カラーから２色刷りに変更となります。ご理解とご
協力をお願いします。


